
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 （１）地産地消の推進 

   地場産畜産物の地元における認知度増大、地元住民の畜産に対する理解を促進し、地場産畜産物

の消費拡大を図るため、主として下記の取組を行う。 

① 消費拡大イベントの開催 

・八戸地域の畜産物を一同に会したフードフェアの開催 

・畜産業に対する理解を深めるための「畜産体験親子バスツアー」の開催 

・生産者の発信意欲を高めるための「畜産振興セミナー」の開催  等 

② 食育の観点からの地場産畜産物に対する理解の促進 

・各市町村で策定している「食育推進計画」等の施策との連携 

 

平成 27 年２月 23 日（月） 第３回会議資料 

八戸地域畜産関連産業振興ビジョン検討会議 
次第３資料（２） 

２ 地場産畜産物の消費拡大 

現状 

○八戸地域内で生産される畜産物は、鶏卵をはじめ、多くが首都圏での流通。（参考資料１） 

○県内産畜産物は、個々の事業者による銘柄化や、業界団体等の統一ブランド化により認

知度及び消費の拡大を図っている。 

  ※例；青森シャモロック（銘柄化）、青森夢たまご（首都圏向統一ブランド）、倉石牛

（統一ブランド）、あおもり和牛への取組（統一ブランド） etc. 

○上記の取組ながら、県外消費者の県内産畜産物に対する認知度は、あまり高くはない。 

 （参考資料２） 

○町村においては、独自の地場産品消費拡大イベントあり。 

※例；倉石牛まつり（五戸町）、にんにくとべこまつり（田子町） 

○消費者は、地元食材に対し一定の志向性あるものと推測。（参考資料３） 

○学校給食における地元食材の使用割合は、おおむね高いが、一部の食材では青森県産食

材の使用割合が低い状態にある。（参考資料４） 

課題 

○地場産畜産物の地元における消費拡大⇒認知度の拡大を狙う必要性 

 ⇒地元住民の地場産品に対する愛着と誇り（畜産業に対する理解とリンクしている） 

○畜産物のブランド化、6次産業化 

 ⇒付加価値の付与策の検討、他業種との連携の必要性 

 ⇒６次産業化については、自社完結はコスト・事業計画・資金調達等の負担が課題であ

るため、加工・流通など他業種との連携の必要性 

主な取組（案） 
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 （２）ブランド化の推進 

   八戸地域産畜産物の県内外における認知度の増大、ブランド化（付加価値の付与）による高収益

化を図るため、主として下記の取組を行う。 

① 地場産畜産品の内外への積極的な PR 

・「フードフェア」等消費拡大イベントの開催（再掲） 

・インターネットホームページ等のメディアを活用した情報発信 

・流通業・小売業との情報交換 

※生産者の「顔が見える」形での情報発信が効果的 

     （畜産業に対する理解、消費者の心情に直接訴えかける手法） 

② ブランド化に関する人材育成（ノウハウ習得等の支援） 

・「畜産振興セミナー」等の開催（再掲） 

・流通・マーケットリサーチ等他業種との交流 

       

 （３）６次産業化の推進 

   特に中小企業体において、６次産業化は地場産品の消費拡大につながるほか、加工等での雇用拡

大、ブランド化による誘客も期待できることから、主として下記の取組を行う。 

① 事業者の６次産業化の事業取組支援 

・県内外の「６次産業化アドバイザー」による講座の開催等、起業・経営ノウハウ習得支援 

・６次産業化に係る業種（生産・流通・加工・販売・金融等）とのマッチングの場の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標又は効果 

○地場産畜産物の地元消費が増加し、生産拡大が図られ、または首都圏への出荷が地元出

荷への出荷に置き換えられることにより、輸送コストが削減され、効率的な経営が図ら

れている。 

○地場産畜産物の認知度が増大し、付加価値の高い銘柄畜産物が県外で流通している。 

○農林水産省の６次産業化認定を、１件以上受けている。 
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参考資料１
青森県の畜産
平成26年3月　青森県
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参考資料２
青森県産品ベンチマーク調査
調査対象；県外消費者2,000人
平成24年9月　青森県調査
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参考資料３
八戸市食育に関するアンケート
平成24年　八戸市調査
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○八戸地域の学校給食における県産食材の使用状況
（平成25年度、八戸市調べ）

品　目
使用率

（使用量ﾍﾞｰｽ）
県産指定
自治体数

備考

豚肉 84.2% 6

鶏肉 36.7% 2

卵 46.2% 2

牛肉 97.3% 6

４品目合計 66.1%

※使用率は、各市町村の使用率の加重平均。
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